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叙事詩の宗教哲学
一Mok§adharma－parvan和訳研究　（VI）一一

茂木秀淳

〈Moksadharma和訳＞1
　　　0

［187章］（＝D194章，7066－7128）

ユディシュティラは言った。

（1）人には大我2と呼ばれるものがこの世界で考えられている。大我とは何であり，何か

　　ら生じたのか3。それを私に語れ，祖父よ4。

ど一シューマは誓った。

（2）プリターの子よ，「大我を」と汝は私に尋ねる。汝にそれを説明するであろう，愛し

　　き者よ。それは最高の幸福をもたらす歓喜（sukham）である。

（3）それを知れば5，人はこの世で喜びと安楽を得るであろう。また（良ぎ）果報も得る

　　であろう。それは一切の生き物の幸福である。

（4）地・風・虚空・水そして五番目として火，（これら）大元素（mahabh就anl）はあら

　　ゆる生き物の生成と消滅である。

（5）それ（＝大元素）から6創造されたものは，その同じもの（中大元素）に繰り返し赴

1本稿は『叙事詩の宗教哲学一Mok§adharma－parvan矛口訳研究（V）一露ぴ密教文化』第189号400－388ペ

ージ，1995年3月）に続くものである。略号などは前線に準ずる。なお本稿より用いる略号は次の通りで

ある。

　　Buitenen［1956］：Studies　in　Sa甲khya（1），　JAOS　vo1．76，1956，　pp。153－157．

　　Buitenen［！957］：Studies　in　Sa甲khya（1夏1），　JAOS　vo王．77，1957，　pp．88407．

　　Hopklns：E．　W．　Ho函ns，　The　Great　Epic　of　India，王ts　Character　and　Origin，1901，　Reprint　1978，

　　　Calcutta．

　Johnston：E．　H．　Johnston，鷺arly　S註憩khya，1937，　London．

　£dger£on：Franklin　Edgerton，　The　Beglnnings　oHndian　Philosophy，1965，　L◎ndon．

2adhyatma　Deussen：mlt　dem　Namen　des　innem　Selbstes　Edgerton；man’s◎ve芦soui　N．　atm3

捻a甲cittam　adhlkζtya　pravτtto　yogadharmo’dhyatmam／

3P．　yata§caitat　D．　yath置caitat

4D．はこの後にさらにユディシュティラの次の間を続ける。従って，以下P．とD．の詩節番号は～つづつ

ずれる。

　kUta麺S購am　ida甲Vi§Va甲brahman　SthaVarajahgamam／

　pralaye　katham　abhyeti　tan　we　vaktu照玉harhasi／／

　　この世の一切の動く考と動かぬ者は何から創造されたのか，バラモンよ。

　　（この世が）帰滅するとき，（それらは）どのように消滅するのか。それを私にここで語るべし。

5D．にはこの前に次の句があり，全体として三行詩となっている。

　s嬉ipralayasa甲yuktam　acaryai募paridar6itam／

　（（大我は）翻造と帰滅に関連して師匠たちによって示された。）

6P、　tataり　D．　yataり
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　くのである。生き物における7大元素は海にとっての波のごとくである8。（cf．　MBh．　XH．

　239．3cd）

（6）亀が四肢を伸して再び引っ込めるように（cf．　MBh．　XH．239．4ab），そのように生き

　物の本体は9は生き物（bhatani）を翻造して再び引っ込めるのである10。（cf．　MBh．　XH．

　239．4）

（7）存在物の弓造者はあらφる存在物の中にある五種の大元素を創造し，そしてそれら

　（存在物）を多様にした。（P）そして後に個我Giva）は（多様さP）を見るのであ

　る11。（cf．　MBh．　XII，239．6）

（8）音と聴覚と（耳の）穴（kha簾i）は虚空（という大元素）から生じたのである。風

　（の大元素）から皮膚・触感・運動そして言葉という四つのものが生じたのである12。

　（cf．　MBh．　XII．239．9）

（9）そして二形と霞と消化正3の三種は火であると書われ，味覚と湿気と舌の三種は水の性

　質（g即a）であると伝えられている。

（19）香り，嗅覚そして身体のこれらM三種の性質である。（cf，　MBh．　XH．239．1！ab）大元

　素は（以上の）五種のみであり，思考器官（manas）15が六番冒と16言われている。

（1D感官と思考器官とはこの（人のP）認識器官（vil触Rani）である。理性（buddhi）が

　七番目，さらに箕田者（k§etra節a，個我）が八番目と言われている。（cf　MBh．　XIL　239．

　14）

（12）目は見るためのものであり17，思考器量は疑いをなす。理性は決定のためにあり正8，

　知田者は証人のごとく存在する。（cf。　MBh．　XI至．239．15）

α3）彼（凹田者）は両足の裏から上を，そして上方と下方を19見るのである。（cf．　MBh．　XII．

　239．18ab）墨田者によってこの世界の内部はすべて満たされていると知るべし。

7P．　bhUte§u　D．　bh｛玉tebhya恥

8この比喩においては，海が大元素に，波が生き物に対応していなければならない。他のヴァリアントの

　mahabh嚢te＄u　bhOtaniの方がよく対応している。

9bh｛瓦tatman　　E（玉gerton：self　of　（or　apPearing　in）　the　（material）　elements；it　seems　to　mea員the

　empirically　observed　living　being，　without　disinction　of　body　and　soul．（p，258，　fn．1）　Buitenen

　［1957］：“the　embodied，　elemental　atma鷺，”the　material　world（p．108，　fn．49）　1）eussen：Bhatatman

　（Ele膿ent－Atman）　cf．　Manusmrti　12．12；獄opkins，　pユ5f百；Johnston，　pp．48蛎1；E．　Frauwallner，

　Untersuchungen　zum　Mok§adharma．　Die　s帥khyistischen　Texte，　WZKM　32，1925，　p．169．

10P．　sぢ§喜va　sa甲harate　D．　sτ§重anl　harate

ll　P．’nu　pa§yati　D．　na　pa§yati　Edgertonは否定辞のある読みをとって“the　self（lfva）dQes　not　see

　this”と解している。

12P．　vayos　tvakspar6ace§舞§ca　vag　ity　etac　catu§誓ayam　D．　vayo麺spar§as　tath衰ce§㌻a　tvak　tritaya瑞

　smrtam
13　P．paktis　D．　pakas

14P，　te　tu　D．　ete

15　N．　rnana　iti　karta　jlva　ucyate

16　P．§a§Iha卑tu　D．婁a§仁ha導ca

17P．　alokanayaiva　D，　alocanayaiva

18　P．　adhyavasayaya　D．　adhyavasanaya

19P．　arvag頓rihva甲ca　D．　arvak　cordhva甲ca

20P．　p鷲ru§e　cendriyapl　D，　puru§air　indrlya夏1i
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⑯人における岡宮は20ここで残りなく知られねぽならない。暗さ・活動的・静かさ

　（捻mo　rala§ca　sattvam）をまそれ（感官）をより所とする状態（bhava）であると知る

　べし2㌔

⑮　人は理性によって生き物のこの去来を知り，熟慮して徐々に最高の寂静を得るのであ

　る。（cf．　MBh．　XH。187．54，240．9）

⑯　理性はもろもろの性質（g即a）を22制御する。また理性のみが思考器官を第六番目と

　する感官すべて23を制御するのである。理性がなけれぽ24どうしてもろもろの性質が存

　在しようか。（cf．　MBh．　XH．239．19）

（m　以上のように（iti），あらゆる動くものと動かぬものはそれ（buddhi）からなってい

　る25。（あらゆるものは，理性が滅すれば）滅し，（理性が生じれば）生じる。それ故，

　そのように26教示されたのである。

（18）それによって見るもの力泪と言われ，聞くものが耳と雷われる。鼻は臭いを嗅ぎ，舌

　によって味を知ると言われている。

（19）そして理性は皮膚によって可触物（spar§a）に触れる27。理性は種々に28変異する

　（vikriyate）。（理性が）何らかの対象に注意を向ける（sa甲kalpayaty）時，思考器官

　（manas）として存在するのである29。（cf。　MBh．　XH．240．9ab）

（2①理性の住処でありそれぞれ異なる五種の対象を持つものが五種の感富30であり，見え

　ざるもの31がそれらに住む32と言われている。（cf．　MBh．　XIL　249．6ab）

（2D理性はプルシャに支配され33，三種の状態において存在する（tri§u　bhave§wartate）。

　（cf．　MBh．　XH．240．6cd）（理性は）ある時は歓喜を得，またある時は悲しむのである。

　（cf．　MBh．　XI王．240．7ab）

（22）またある時は，（理性は）快楽を伴って存在することもなく，苦しみを伴って存在す

　ることもない。（d，MBh．　XII．240．7cd）このように，人々の心において34において三種

　の状態として（理性は）存在するものである。

21P．　viddhi　bhav会甲s　tada§rayan　D．　te’pi　bhavas　tada6rita取

22P．　gu導an　D．　gupair

23P．　sarvani　D．　bh頂tani

24P．　buddhyabhave　D．　tadabhave

25tanmayam　N．　tanmaya甲buddhimayam
26tatha　N．　tatha　buddhimayatvena

27P．　spr6ati　ca　spar§an　D．　spar§ayate　spar6a項

28P．’sakτt　D．　sakτt　N．　sakζd　iti　yaugapadyam　ucyate　kartradibhavasya，＿1避atζ鯖ey寂譲串

　sahaivotpatt｛r　ity　artha草／

29P．　yena　sa甲kalpayaty　artha単ki甲cid　bhavati　tan　mana雇　D．　yena　prarthayate　kilpcit亡ada　bhavati

　tan　manah

30P．　pa肖cendriyap｛　D．　indriyaplti

3！adおyo　N．　ad鈴ya6　cid　atma　Deuseea；der　Unslchtbare［der　Kshetra節a〕£dgerton：the王nvisible

　（soul，　sp量rit）

32　adhiti§婁hati　Deussen：thrQnt　£dgerton：abides　in（or，　presides　over）

33P．　puru争adhi§㌻hita　buddhis　D，　puru§e　ti§婁hati　buddhls

34nara阜a甲manasi　Deussen：i阻Ge呈ste　der　Menschen　Edgerton：in　the　thought　organ　of　men

35P．　n設tlvartate　D．　ativartate
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（23）状態を本質とするこのもの（理性）は，これら三種の状態を越えるのである（～）35。

　あたかも川の王である海は，波を伴って大きな境界を（越えるように）36。（cf．　MBh．　XH．

　240．8）

⑳状態を越えた（atibhavagata）理i生は，（変異した）状態である心として（bhave

　manasi）存在する。なぜならぽ37活動的となったラジャスがその（＝心の）状態として

　存在する（anuvartate）のであるから。（cf．　MBh，　XII．240．10）

（25）かの理性はその時38あらゆる感官を活動させるのである39。サットヴァは歓：喜，ラジ

　ャスは悲嘆，そしてタマスは迷妄というのがその三種（の状態）である40。

㈱　この世における状態は何であってもすべてこの三種の中に41（存在するのである）。

　（cf．　MBh。　XII．240．14ab）以上のように理性の道はすべて汝に説かれたのである，バー

　ラ点滴よ42。

⑳知恵ある人はあらゆる感官を制御すべし。サットヴァ，ラジャス，タマスは生きてい

　る者（pra卿）が常に依存するものである。

（28）感覚（vedana）はサットヴァ的，ラジャス的，タマス的という三通りがあらゆる生

　き物において（sarvasattve§u）冤られるのである，バーラタ族よ43。

（29）快楽に触れるのはサットヴァの性質（sattvag登pa）であり，苦に触れるのはうジャ

36Edgerton：as　the　sea，＿，　wlth　its　waves（never　gets　beyond）its　boundary．（p．259）　Buitenen［1956］：

　just　as　the　billowy　ocean，＿，　goes　beyond　the　waves　of　the　current．（p．156）　cf．　HQpkins；The

　constant　unchanging　epic　sim韮e　is　that　one　remains，　not　over－stepPing，“as　the　sea　does　not　overpass

　its　shore”．（P．159）

37P．　hi　D．　tu

38P．　sada　D．　tada

39P．　pradar§ayati　D．　pravartayasi　P．の読みで脈絡がつかない。なおD．はこのあとに次の句を挿入し

　ている。従って以下，詩節番号が一行つつずれる。

　　tata奪Sattvarp　tamObhavaねprltiyogat　pravartate／

40P．　ca　te　traya麺　D．　tu　te　traya垣

41P．　ete＄u　te　tri§u　王）．　etesu　vai　tri§u

42Buitenenは187章第21詩節からこの飛節までに関し，モークシャダルマ240章に見られる類似の記述を考
　慮して，以下のようなテクストの再構成を提示している（Buitenen　l1956］，p．155）。

　　puru§adhi§仁hita　buddhis　tri§u　bhave§u　vartate／（187．21ab；240．6cd）

　　seya甲bhavatmika　bhava環s　tl’in　etan　ativartate／／1　（187．23ab；2408ab）

　　sarita摯sagaro　bharta　mahavelam　ivorniman／（187．23c（玉；240cd）

　　atibhavagata　buddhir　bhave　manasi　vartate／／2（187．24ab；240ユOab）

　　yada　vikurute　bhava甲tada　bhavati　sa　mana摯／（240．3ab）

　　pravartarn設narp　tu　rajas　tad　bhavam　anuvartate／（187．24cd；240，10cd）

　　indriyapi　hi　sarva寧i　pravartayati　sa　tada／／3（187．25ab）

　　5τpvatl　bhavat至§rotra甲spτ§ati　spar§a　ucyate／　（240．cd；187．18ab）

　　pa6yatf　bhavati（玉τ§参i　rasatl　rasanaτp　bhavet／／4（240．5ab；187cd）

　　jighrat1　bhavati　ghr会暴arp　buddhir　vikriyate　pτthal｛／（2嗅0．4cd；187．！9ab）

　　indriyaplti　tany設hus　te§v　adζ§yadhitl§誓hati／／5（240．6ab；187．20cd）

　　adhi§誓hanani　buddher　hi　pζthagarth設ni　pa避cadha／（187．20ab；240．9ab）

　　indriyapa獅pζthag　bhavad　buddhir　vikurute　hy　a寧u／／6（64◎．4ab）

　　ye　caiva　bhava　vartante　sarva　eSv　eva　te　tri§罧／（240．14ab；187．26ab）

　　anvarthaりsa甲pravartante　rathanemim　ara　iva／／7（240．14cd）

　　iti　buddhigatiりsarva　vyakhyata　tava　bh註rata／／（187．26cd）

43D．はこの詩節のcd句と次の詩節とをあわせて三行詩としている。
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　スの性質である。タマスの性質と結びついた時，（快楽と苦の）両者は活動しないので

　ある（Pavyavaharikaの44。

㈱　歓喜に結びついたものが身体あるいは心（manas）にあるような時，その時45，サッ

　トヴァ的な状態である（vartate　sa宅tviko　bhava）と見なさるべし46。（cf．　MBh，　XH．212．

　29，Manusmτti　12．27）

⑳　また，自己にとって苦と結びついたもの，満足しないこと47については，それを気に

　かけることなく，ラジャスが活動していると考えるべし。（cf．　MBh．　XII．212．30，　Manu－

　smζti　12．28）

（32）また，迷いと結びついたもの，ぼんやりと存在するもの（P）48，究明できず，認識

　できないようなものがあれぽ，それはタマスと考えるべきである。（cf．　MBh，　XII．212．

　31，Ma難us町ti圭2．29）

㈱　享楽・満足・歓喜・快楽・心静かな状態が，とにかくも生じるが，これらはサットヴ

　ァの性質である。（c董．MBh．　XII．212．26，239，23）

（3の不満・怒り・悲嘆・食欲・そして不寛容というこれらは，原因の分かる時もあるし分

　からない時もあるが，ラジャスの特徴である。（cf．　MBh．　XII．212．27，239．24）

（35）そして自惚れ49・迷妄・興奮・睡眠と怠惰（svapnatandrlta）カミどのようにしてか生

　じるが，これらはタマスの多様な性質である。（d．MBh．　XII．212．28，239．25）

（36）心は遠くまで行き，多くのものに達し（bahudhagaml），そして願望と疑問を本質と

　してもつが，そのような心をよく制御した人は現世も死後も安楽をもつ者である。

（37＞この二つの微細なる物質要素（sattva）と知田者の相違50を，一方は諸性質を創造す

　るが他方は諸性質を創造しない，と知るべし。（cf．　MBh．　XH．240．19cd，20ab）

㈱　そしてまた，ブヨといちじくの木が常に結びついて存在しているように，互いに異な

　るこの両者は51結びついて存在しているのである。（cf．　MBh．　XII，240．21cd，22cd）

㈱　本性としては（prakξtya）異なる存在である両者は，常に結びついて存在している。

　あたかも魚と水が結びついているように，両者は（結びついているのである）。（cf．

　MBh．　XII．240．20cd，21ab）

㈲　もろもろの性質は（gup的）アートマソを知らない。アートマンはあらゆる点から諸

　性質を知っている。そして52アーートマンは諸性質の観察者であるが，常に53（諸性質の）

44avyavaharikau　N．　tamogupe　pradurbh廼te　sati　salpyuktau　sukhadぬ1くhaspar§au　na　bhavatab　1くi甲

　tu　moha　evety　arthaり

45P．　taba　D．　tatha

46P．　avek§eta　D，含cak§ita

47P．　atu§婁ikaram　D．　apritikaram

48P．　avyaktam　iva　yad　bhavet　D．　avyaktavi§aya甲bhavet

49P．　abhima1玉as　D．　avamanas

50Hopldns：the　difference　between　inteHect　and　spirit，　k§etral負a（p．160）

51P．　anyonyam　anyau　ca　yatha　D．　anyonyam　etau　sy設t　t註甲ca

52　王）．ca　　D．　tu

53P．　sad言　D．　tatha
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　創造考であると54思っているのである。

㈹　最高我（paramatman）は‘5，理性を七番閉とし（自らは）動かず認識することのな

　い感宮によって，照萌のために，（自分をP）光のようにした。

㈲　なぜならぽ物質要素（sattva）はもろもろの性質を（gu顛n）創造し，知田者はもろ

　もろの性質を見る。物質要素と知田者のこの関係は不変である。

㈲　物質要素にも開田考にもいかなる拠り所もない。（知田者は）物質要素とも思考器宮

　（rnanas）とも，そしてもろもろの性質とも混じることはない（P）56。

㈲　それらの（罵諸性質の）手綱を思考器窟（manas）によって絶えず制御する時，その

　人のアートマンは物質要素（sattva）の中に輝き出る。あたかも水瓶（＝sattva）の中

　で光（＝ゑtman）が輝くように。

㈲生まれついての（prak￥tam）行為を捨て常に自ら喜ぶ聖者は，自己が万物の本質と

　一体となるであろう57。彼は最高の58道を行くであろう。（cf、　MBh．　XH．240．17）

㈲水鳥は，汚れつつも59汚れないように，英知を完成した人はそのように生き物

　（bhOta）の中で振る舞うのである（parivartate）。（cf．　MBh．　XH．240．16）

㈲　人はこのような本性を自らの認識によって（svabuddhya）放棄すべきである。嫉妬

　なき人は，悲しむことも喜ぶこともなく振る舞うべし6G。（cf．　MBh．　XH．240。13）

＠8）本性の完成によって完了するもろもろの性質を（gupan）を61それは（～sa）絶えず

　創造する。創造者は62蜘蛛の如く，性質は糸の如く考えられるべし。

㈲　（死によって）滅した者は消滅しない。（なぜなら滅した者の）消滅は直接知覚によっ

　ては知覚されないからである。その属に見えないことは（paro坤a甲tad）推理によっ

　て到達されるのである。

㈲　ある人々はこのように断定し63，また他の人々は消滅したと断定する。この両者を考

　え，よき判断に従って決断すべし64。

（5D　このように分裂した認識からなる（buddhibhedamayam）心の束縛を確固として解

　放し，安楽に座るべし。疑問を断ち切ったならぽ嘆くべきではない。

（52）汚れた人は（知識によって）清浄さを65獲得するであろう。それはあたかも，満水の

54P．　salps麟a　D．　salpsr鍍an

55P、　paramatma　D．　padam　atma

56P．　sa甲sτjati　D．　sarpsrjate　N．　sa卑sτjate　nirdi6ati夏）raka§ayatlty　artha尊　BuiteneH　〔！957〕：The

　fourth麺礁is　obviously　corrupt；we　expect；“s認’び召creates　the規朋αs　and　the　further　evolutes，”as

　in　37；（p．107，　fn，40）

57P．　sarvabh嚢tatmabh章tah　syat　D．　sarvabh霞tatmabh嚢s　tasmat　cf．　Joh鷺stolユ，　p．49．

58P．　paramam　D．　uttamam

59P．1ipyarnano　王）．　salile簸a

60P．　cared　D．　samo

61　P．svabhavasiddhya　sarpsi（ldha難　　D．　savabh含vayuktya　yuk之as　t疑

62　P．srasta　　1）．　s｛亙tram

63　王）．vyavasyati　D．，avyavasyanti

64P．　adhyavasyed　D．　vyavasyet

65P。§uddhim　D．　siddh三m
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　川に（やって来た時，）人々の中で知和ある者が（川に）飛び込んで（清浄となる）よ

　うなものである。この知識をG舩nam　idam）そのようなものと（tatha）認識すべし。

　（cf．　MBh．　XII，241．7）

（53）対岸を知る者は大河を66渡りつつも苦しむことはない67。それと同様に大我（adhyat・

　ma）を独存と68そして最高の知識と知るものは（苦しむことはない）。（cf　MBh．　XII．241。

　8）

翻　このあらゆる生き物の（bhatanam）の去来を認識し，吟味して，それから次第にこの

　認識によって（buddhya）最高の安息を69得るのである。（cf．　MBh。　XH．241．9）

（55）三つの目的（trlvarga）を知り70，前方に光をもち71，心（manas）によって探求し，

　調御され，真理を見，嘆くことなき者は解脱した者である72。

（5①　アートマンは，本性の完成していない者によってあちこちに注意が向けられる73，

　（akτtatmabhi均）制御しがたい74感官において75回分的に（vibhaga§的）見ることはで

　きない。

（57）このように認識したならぽ，悟った者である。悟った者であることの証しは他にあろ

　うか。こう認識して，賢者たちは為すべぎことは為したと考えるのである。（cf．　MBh．　XH．

　241．11）

（58）知恵なき人には非常に大きな恐れとなるようなものからの恐れは賢者には存在しない。

　なぜならば，誰にもそれよりすぐれた境地（gati）はないのであるから。人々は（何ら

　かの）性質が残っている時に（satl　hi　gu皐e），（その境地に）匹敵しないと語るのであ

　る76。（cf．　MBh．　XH。24H2）

66P．　mahanadl甲　D．　mahanadya

67P．　na　taran　yatha　D．　na　tad　anyatha　このあとD．はcd句として次の句を挿入し第54詩節を構成して

　いる。その後にP．の53cd句に相当する部分が1行詩として扱われている。

　　nなahanadya　hi　parajfias　tapyate　na　tadanyatha／

　　na　tu　tapyati　tattvajfia摯phale　jfiate　taraty　uta／／

　　　（対岸を知る者は大河によって恐れをもつ。それ以外にはない。

　　しかし真理を知る者は恐れることなく，結果が知られているので渡るのである。）

68P．　kaivalya甲　D．　kevala甲

69Z．§a甲para甲tata取　D，§am　al㌃antata垣

70vidita尊　　N．　vidita摯k§ayi§putvena　jfiata摯

71P．　pragjyot恥　D．　prek§ya　ya6「前方の光によって照らされ」か。　Edgerton：illuminated　by　Iight

　before　h玉ln

72P．　sa　vimucyate　D．　ca　vimu資cati

73P．　vlsτ§妻e§u　D．　visτ講ais　ca

74P．　durjaye§u　D．　durv会yai§ca

75P．　indriye婁u　D．　indrlyai§ca

76Deussen：Einen　h6hem　Weg　gibt　es　ft1r　keinen，　nach　erreichter　T員chtigl《eit　prisen　sie　seine

　Uuvergleichlichkeit．　N．幽　（g噂e　P）　adheye　apaneye　va　塾gupanam　adhanaparakar§a－

　taratamyad－na　tu　nirgu暴e　ity　arth帥（下線部分は本文）
77P．　yat　D．　ya募

78P．　kulnvatah　D．　sarvatah

79　tad　ubhayaln　　N．　tadubhayarp　pracfnam　aihikarp　ca
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（591目的なく行なわれた行為，そして前世で為された行為を77捨て去る人にとっては，こ

　の世界で行為をしつつも78それが（Ptad）その二つの79厭うべき事（apriyam）を引き

　起こす事はない。ましてやどうして束縛となるものを（引き起こすことがあろうか）（2

　kuta短priyalp）80。（cf。　MBh．　XIL　241。14）

（6①　その二つの境地を81常に知る人たちは，この世間において泣きながらあれこれ（tat

　tad　eva83）幾度となく嘆く病気の人々84を見るべし。またそこにおいて｛建康な嘆くこと

　なき人々を見るべし85。（cf。　MBh．　XI王．241．13）

l188章］（薫D195章，7129－7150）

ビーシュマは酉つた。

（1）さて，プリターの子よ，汝に四種の禅定のヨーガ（dhyanayoga）を話そう。それを

　知って，すぐれた聖仙たちは永遠の完成に至るのである86。

②　ヨーガ行者たちは，よく完成するような仕方で禅定を行う。彼らは知識に満足し，浬

　　葉に翻った心を持つ偉大な聖仙である。

㈲　輪廻（世界）の罪から解放された者たちは，プリ受皿の子よ，再び（この世界に）帰

　　ってくることはない。彼らは，（次の）誕生の罪を滅し，本来の姿に（svabhave）落ち

　　着くのである（paryavasthit的）。

（4）彼らは対立するものを持たず，常に本性に住し87，解放され，執着なき状態88・論争

　　なき状態・そして心（manas）の寂静を作るものに常に依拠しているのである89。

（5）そこで聖者は，感官の群れを包み込み，木片のごとく座って，ヴェーダ学習と結びつ

　　いたgo心（m聴as）を一点に保持すべし。

（6）彼は耳によって音を聞くべきでなく，皮膚によって触感を知るべきではない。目によ

　　って形を知るべきでなく，舌によって味を知るべきでない。

（7）ヨーガを知る者は禅定によってあらゆる臭いを捨てるべし。力ある者はこの五種から

　　なる集団をかき乱すものを望むべきではない。

80D．はこの詩節の後に次の句を1行詩として挿入している。

　　10kam　atUram　aSUyate　janaS　taSya　taj　ja：藁ayatiha　SarVaもa与／

　　（病んだ世界に満足しない人にこの愚で完全にそれが（それをP）もたらすのである）

81ubhaya単padam　N．　ubhaya甲kramamukti甲sadyomukti甲ca
82P．　sada　D．　satam

83N．　na§婁a耳1　na§㌻arp　putradaradika甲

84P．　aturajan言n　virav沁as　I）．　aturajanan　niravi5a卑s

85この章の最後の3詩節Gagat1，　tr賊ubh）は前の詩節からのつながりが見られず，意味も明瞭ではない。

86P．　gacchanti　paramar§ayah　D．　gacchaat三ha　mahar§aya垣

87nityasattvastha　N．　n1tya導sattve　praka6e　sthit的　Deussen：best註nd三g　i鷺der　Realitat　beharrend

　Edgerton：eterally　abiding　in　goodness

88P、　asaゐg三ny　D、　asa丘gany

89P．　nitya1n　a5rita駐　D．　niyamasthita麺

90P．　svadhyayasa1psh§導am　D．　dhya鷺ena　sa甲sli講am　N．　adhyayanasa甲§li§なam　iti　pracinapa書he　pra－

　pavena　ghap㌻anadavad　atidirghoccaritena｛klbhUtarp

91P．　sa甲salya　D．　sal箪gζhya
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⑧　それから賢者は，五種からなる集団を心に國定し9’，五種の感宮と共に動き回る心を

　集中すべし。

⑨　確固とした者は，あちこち動き回り，休む場所なき，五つの門をもつ落ち着かない心

　を，最初の禅定の道において92，内部に93に集中すべし。

⑬　彼が感官と心とを丸めた（pi鱒盈aroti）時，それが禅定の道の最初の段階であると，

　（かつて）私によって述べられた。

⑳彼の最初に剃御され94心（manas）を六番目とするもの（竺感官）は95，すぐ後に惑乱

　して96跳ね回るであろう。雲の中の稲妻のように。

（12）木の葉の上にある水滴が震えながらあらゆる方向に動き回るように，それと同じよう

　にこの人のその心は（tac　cittam）は97禅定の道に存在しているのである。

α3＞瞬間的には集中した心（manas）は何とか禅定の道にある。しかし再び，風の道をさ

　まよい，風のようになるのである。

（1の落胆することなく98，悩みを去り（ga捻kleSo），怠惰を脱し99，利己心なき100禅定の

　ヨーガを知る者は，再び禅定によって心を（cetas）集中すべし。

⑮　初めて第一の禅定に集中する聖者には，疑念・不安・熟慮が！01生じる。

㈱聖者は，心によって苦しみつつも，（心を）集中させるべし。聖者は落胆しては

　（anirved的）ならない。自らの（atmano）至福を得るべし。

（17）例えば，埃や灰や糞の堆積した塊は，急に水によって濡らされても（水が）しみわた

　ることはない1。2。

⑱　また例えば，乾：いた粉はいくらか油がついても湿ることはない（abhavitam）。しか

　しそれは少しつつ徐々にすべてにわたって湿ることになろう103。

（19）同様に，感官の群れを次第に滲みわたらせ（samprabhavayet），徐々に（対象から）

　引込めるべし。（ぞうすれば）彼は正しく寂静に至るであろう。

㈱　（彼は）最初の禅定の道に到達し1。4，絶えざるヨーガによって心と五種からなる集団

　とは自ら（svayam）静まるのである，パーラタ族よ。

92P．　p嚢rve　dhyanapathe　D．　p｛1rvalp　dhyanapathe

93P．’ntaram　D．’ntara

94P．　tat餌rvasa甲ruddhaq、　D．　tat餌rva甲sa甲ruddham

95P．　mana駆§a鉱ham　anantara：竃、／　D．巨tman的＄a講hamantaram／

96P．　samudbhrantam　　D．　samudbhranta

97P．　tac　cittam　D。　cittam　ca

98　anirvedo　　N。　an三rvedo　yoge　nirveda6αnya触syat／

99P．　gatatandrir　D．　gatatandrir

100P．　amatsarah　D．　amatsari

101P．　vicaras　ca　vitarka5　ca　vivekaきca　D．　vicara§ca　viveka6　ca　vitarka§ca

102P．　na　yanti　paribhavanam　　D．　na　yanti　paribhavanam　　N．　paribhavana甲mUrtyadyakareβa　kal．

　pana単na　y諭t｛na　prapnuvanti　Deussen　（paribhavanam）：nicht　sogleich　zusammenbacken

　£dgerton　（paribhavana1篇）：not　immediately　becQme　saturated　（cfMonier．　Sanskrit一εngHsh
　Dictionary，　pari－bh震，　to　soak，　saturate）

103paribhavanam　Duessen：dieses　alles　a11mahlich　eille　feste　Masse　bildet　£dgerton＝lit毛le　by　little

　琵gradually　becomes　saturated

104P．　dhyanapatha甲prapya　D．（玉hyanapathe　sthapya
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伽　その快楽は人間の（世俗的）努力やいかなる偶然によっても得られない。それはその

　ように自己を制御した者のものである。

（22）ヨーガ行者たちは，この快楽を獲得し，禅定の実践に（dhyanakarmapi）歓喜し，

　かくしてかの病なき湿藥に至るのである。

［189章3（＝D1961章，7151－7173）

ユディシュティラは言った。

（1）汝によって四種のアーシュラマに関すること，そして王のダルマが語られた。また

　　種々の主題をもつさまざまな多くの物語が（語られた）。

（2）汝からダルマに関連した話も聞いた，大きな知恵を持つ者よ。しかし私にはいくつか

　　疑問がある。汝はそれを私に語るべし

（3）低調のGapaka）果報の獲得について私は聞きたい，バーラタ族よ。低論ずる者の

　　果報は何と言われているのか。あるいは低調する祭配達は（死後2）どこにいるのか。

㈲劇論の規定を完全に私に語るべし，汚れなき者よ。「低調」とは，サーンキヤとヨー

　　ガの行為規範なのか。

⑤　それは祭式の規定なのか。どのように低講すべきと言われているのか。その一切を私

　　に語れ。汝は私にとってすべてを知る者（sarval飴）と考えられるから。

ビーシュマは冨つた。

㈲　ここでもまたこの古い話を人々は語る。かつてヤマとカーラ（時）とあるバラモンと

　　が行った話を105。

（7）ヴェーダーンタにおいては，新講に対し，（行為の）棄却が見られる王G6。寂静（なる

　　行為の棄却P）はヴェーダについての議論から生じる。ブラフマンに住するこの二つの

　　（低調と棄却の）道は（ある部分は相互に）依存するが，（ある部分は）依存しないの

　　である（～）（Sa甲6ritau　na　Ca　Sa甲§ritau）。

（8）王よ，ここで，伝承に従って原困が話されるであろう。ここでもまた107心の集中とそ

　　して感官に対する勝利が伝えられている。

⑨　真実・火の世話。寂しい場所の訪問正08・禅定・苦行・自制・忍耐・悪意なきこと・節

105ヤマとカーラとバラモンとの対話は192章において語られる。

106第7詩節はP，とD。は次のように大きく異なっている。P．は全体として一つの三行詩であるが，　D，は三

　行詩と二行詩の2つの詩節となっている。両考の相違する個所に下線を付す。

　P．sarpnyasa　eva　vedante　vartate　japana奪窪prati／

　　vedavadabhinirvrtta§antir　brahma“y　avasthitau／

　　margau　t会v　apy　ubhav　etau　sa甲§ritau　na　ca　sam6ritau／／

　D，samkhyayo　au　tu　yav　uktav　muninbhir　mok　adar§ibhih／

sa甲nyasa　eva　vedante　vartate　japana甲prati／

vedavada§ca　nirvrttah　5自塁ta　brahmapy　avasth含h／／7

＄含mkhyayo　au　tu　yav　uktau　munibhlh　samadar61b類h／

　　margau　tav　apy　ubhav　etau　sa単§ritau　na　ca　sam§rutau　／／8

　Ved加taの語については，　Hopbins，　p，93参照。

107　atrapi　N．　atr含p茎m盃rgadvaye’pi

lO8　vivlktan含m　sevanam　N．　vivikanam§uddhan設m　aharadln鎮西ekantade§anam　va
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　食：（mita§a難am）・

（10）対象からの後退・節度ある雷葉・平静。以上が活動からなるダルマ鵬である。次に

　（行為の）停止からなるダルマについて聞くべし。

（1圭）梵行者が低調している蒔に（他の）行為は停止されるが如くに，このすべてを言われ

　たとおり残りなく避けるべし。明かな，あるいはあいまいな，あるいは拠り所なき（P

　vyaktavyaktam　ana6ritam）三種の道に110近づいてm。

（12）（棄却を実践する人は）積み上げられたクシャ草に座り，クシャ草を手に持ち，クシ

　ャ草による髪の房をもち，丁丁をu2まとい，その中にまたクシャ草によって覆おれてい

　るのである。

⑬　もろもろの対象に対して敬礼すべし。しかしもろもろの対象に耽溺してはならない

　（na　ca　bh3vayet）。心（manas）の平衡：を保って，心にのみ心を置くべし。

（1の彼は，吉祥なるヴェーダを補しつつGapan），その知恵によってU3ブラフマンを瞑想

　する。あるいはまた彼は三昧（samadhi）に専心してそれ（讐ヴェーダ）を捨て去るの

　である。

㈲　ここで彼は，ヴェーダの力に依存して，禅定を生じるのである。彼は清浄となった自

　己をもち，苦行によって調御し，嫌悪と欲望を滅するのである。

⑯　食欲と迷妄なく対立する者なき者は，嘆くこともなく執着もしない。「為すべきでな

　いことの行為者でもなくU4，為すべきことの（行為者でも）ない」というように確固と

　している。

G7）自惚れ（ahalpkara）と結びついては心（manas）をどこにも向かわせることはでき

　ない。アートマンの把捉にも115専心せず，自尊心もな：く，行為なき者にもならな：いので

　ある。

㈱禅定の実践を専らとし，専心し（yukto），禅定を保持し，禅定を確信する者は，禅

　定の中に三昧（samadhi）を生じさせ，次第にそれ（三昧）も捨てるのである。

（19）彼はその状態において一切を捨て芸り，快楽に住して（sukhi），願望なくH6気息を捨

　てるのである。そしてブラフマンの身体と結びつくのである117。

⑳　あるいはまたその時，（ヨーガの）道にある者が，ブラフマソの身体に留まるのを望

　まない（時には），上昇してどこにも生まれることはない。

⑳　自我の認識を1B確立して，寂静となった病なき者は，埃を離れた清浄にして不死のア

109P．　dharmo　D．　yajfio

110P．　trividharp　m衰rgam　D．　nivτtta甲margam

111P．は三行詩，　D．は二行詩と一行詩となっている。

112cfraih　D．　ku6aih

113　taddhiya　　N．　samyadhiya

114P．　na　kart巨karapiyan会甲　D．　na　kart農kara口ana甲ca

115P．　catmagraha導e　D．　carthagrahape

！16P．　nirihas　D、　nir三cchas

117　P．　sa！n6rayate　D．　sa甲vi≦…ate

II8　P．　atmabuddhi甲　D．　atmabuddhya
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一トマソを獲得するのである。

［190章］（＝D．197章，7174－7186）

ユディシュティラは言った。

（1）ここで低講ずる者におけるもろもろの道の（gati醸m）最高の甥達119について語られ

　　た。これは低調する者にとってただ一つの雑なのか。あるいは他の道にも行くのか。

ビーシュマは替った。

（D王よ，低調する者たちの道を注意深く聞くべし，威光ある者よ。彼らはある仕方で

　　（yatha）多くの地獄に120至るのである，人申の雄牛よ。

（3）前に述べたことをそのとおりに三21実行しなかった低調する者や祭式を不完全に行った

　　者は地獄に至るのである。

（4）自惚れ（abhimana）をもって行為を行ない，それに対して喜ばず悲しみもしない122，

　　このような低論者は地獄に赴くのである。この点について疑いはない。

（5）自惚れ（ahalpkara）によって行われたことはすべて地獄へ連れていくものである。

　　他人を侮辱する人は将来地獄に至るのである。

㈲　（結果に対する）願望をもって123低説を行う心迷える人は，願望の対象である地獄に

　　至るのである124。

（7）あるいは，自在力を得ようと活動する低論者は125そこに執着する。その執着こそが彼

　　の地獄であつで26彼はそのから逃れられない。

⑧　（あるものに）執着するために低講ずる者はそこに迷う。その人の執着が向かうとこ

　　ろに生まれるのである。

⑨　間違った認識をもち知恵の熟さぬ者は，心が動揺している状態にある。（その者は）

　　動揺する道に至るか，あるいは地獄に至るのである127。

（1①知恵の熟さぬ愚か者が低講ずると迷妄に至る。彼は迷妄から地獄におもむく。そこに

　　至った後嘆くのである。

⑬　「私は確固たるものを把捉して実践する」というように低調を128する低講者でも，十

　　分でない者あるいは集中しない者は三29地獄に至るのである。

119P．　uttama　prapt恥　D．　uttamaprapt恥

120P。　nirayam　aneka甲　D．　nirakan　anek議n

121P．　yathoktam　etat　p霞rva甲　D．　yathokutapurva甲p霞rva甲

122P．　ava節anena　kurute　na　tu婁yati　na§ocati／　D．　ava臓aHena　kurute　na　priyati　na　hτ§yati／

123　abhisarpdhyap員rvaka！p　　N．　abhisarpdhya　phalasa軽｝dhi無

124Ryatrabhidhya甲sa　kurute　ta甲vai　nirayam　rcchati　D．　yatrasya　raga摯patati　tatra　tatropa－

　padyate／（＝P．，　D．8cd）

125P．　atha至§varyapravτtta与sa甲lapakas　D．　athai§vapravζtte§u振pakas

！26sa　eva　nirayas　tasya　N．　sa　eva　tatra　raga　eva

I27　P．　vadhigacchati　D．　va　Hiyacchati

！28Pjapya甲　Djapya甲
129P．　na　va　yukto　D．　na　sarpyukto
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ユディシュティラは磨った。

（12）最高の者は原因をもたずBo顕現することなくブラフマンに住する。（しかし）低講す

　　る者はよき存在であるのに13夏なぜまた身体に入るのか。

ビーシュマは司った。

（13）誤った認識によって多くの地獄があると述べられた。低講そのもの（」⑳akatvam）

　　は称賛に値する（praSastam）。これら（の地獄）はその中にある（亀ad説mik的）欠点

　　である。

［191章］（＝Dエ98章，7187－7197）

ユディシュティラは雷つた。

（1）どのような低論者が地獄に行くのか，私に語るべし。私には関心が生じたB2。汝はそ

　　れを語るべし。

ビーシュマは慮った。

（2）汝はダルマの部分として生まれたのである133。汝は本性として正しき（dharml§t

　　ha）人である。ダルマの根本に依存する言葉を注意して聞くべし，罪なき者よ。

（3）すぐれた本質をもつ（paramatmanam）神々にとって，多くの住処や色をもち多く

　　の形と果報をもつ場所，

（4）思いのままに歩き回れる天の宮殿とホール，蓮の花がありきれいな水の流れる134種々

　　の庭園は，王よ，

⑤　四柱の世界守護神，シュクラ，ブリハスパティ，風神，ヴィシュヴァデーヴァ，サー

　　ディヤ，アシュヴィン双神，

　⑥　ルドラ，アーディトヤ，ヴァス，そして他の神々というすぐれた本質を持つ者にとつ

　　ては，これらの場所は地獄なのである。

　（7＞（これらの場所は，）恐れなく，原因なく135，苦痛の恐れに覆われることもなく136，二

　　者から137解放され，三者から138解放され，八者から139そして三者140からも（解放され），

130P．　anlmitta1p　D．　anivτtta甲　N．　anivτttarp　svabhavika甲anagantuk：atv自t／animittam　iti　pathe’pi

　sa　evartha奪／

131P．　sadbh蔵to　D．　ta（玉bh瓶to

！32P．　jatarp　D．　rajan

133P．　darmasya卑§的pras通to　D．　darmasyalpSapras資tQ

134P．　camalodakah　D．　caiva　kancan蝕

135a篇imittam　N．　svabhavasiddha艶

136P．　na　ca　kle§abhayaveτtam　　D．　na　tatk夏esasamavζtam

137　（至vabhya甲　　N．　dvabhyarp　priyapriyabhyam　uktam／

138tribhir　N．　tribhir　gu阜aiりpriyapriyahetubhir　muktam

139a鉱abhis　N．　a§ζabh晦puribhi辱‘bh澱endriyama議obuddhir　vasa磁karmavayava取／avidya　cety

　amu順vargam　ahu無purya§専aka甲budhah’ity　uktabhir　muktarp

140　trlbhir　N．　tribhir　l蚤eyal舩節atτbhava量r　mukta甲
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（8）四種の特徴を離れ141，四種の原因を離れ142，興奮もなく143，歓喜もなく悲しみもな

　く，疲労もないのである。

（9）そこでは時は（kゑ1的cf．　MBh．　X薮．189．6，192．1仔。）燃え尽きる（P）Σ44。そこでは時

　は支配者ではない。王よ，時の支配者，そしてまた天界の支配者は自在神G§vara）で

　ある。

⑬　アートマソの独存性に到達した者はそこに赴いて嘆き悲しむことはない。最高の場所

　とはこのようなものであり，そして地獄もまたそのようなものである。

⑳　以上のように地獄がすべてありのままに語られた。かの最高の場所から見れば145，す

　べては地獄と名づけられるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1995年4月28日　受理）

141caturlak§apavarla甲　N．　caturlak§aひavarjita憩Iak§yate　l鍛yate　vi婁ayasva煎pam　ebhis　tani　lak§a一

　阜ani　dτ§～i6rutimativi3負ataya耳

142catrurkarapavarja甲　N．　catrurkarapavarlita三n　uktair　eva　dζ§㌻yadivi§ayatvakarapai

　rapadimattvadibhir　varlitam

143aprahar§am　N．　aprahar§am　i§㌻avi§ayalabhala甲sukha甲

144P．　sampacyate　D．　sampadyate

145　tasya　stharユavarasya　　N．　sthanavarasya　sthanavarapek§ayξ毫


